
14．大阪府における大気中の多環芳香族類の分析  
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1. 目 的  

多環芳香族類 (Polycyclic Aromatic Hydrocarbons; PAHs)は複数の芳香環から成る化

学物質で、主に廃棄物、石炭、石油等の不完全燃焼により発生し、その中には発がん性

や変異原性の健康影響が指摘されているものがある。  
環境調査課ではこれまで大気中の PAHs のサンプリング方法や分析法の検討をして

きた。平成 19 年度においてはその方法を用いて、PAHs の汚染状況の把握のために大

阪府内で大気環境モニタリング調査を行った。  
 
2. 方 法  

大阪府下 3 地点 (池田市立南畑会館 (住宅地 )、国設四條畷局 (国道沿道 )、大阪府環境農

林水産総合研究所 (市街地 ))において、5 月（春季）、8 月（夏季）、11 月（秋季）、2 月

（冬季）の平日の 5 日間、分粒サンプラーを用いて気体状と粒子の採取を行った。粒

子は粒径ごと（10μm 以上、2.5～10μm、2.5μm 以下）に採取した。  
採取した試料は、前処理、GC/MS 測定を行い、3 員環から 7 員環までの 49 種類の

PAHs の気体状と粒子中の濃度を求めた。  
   
3. 結果および考察  

各地点の気体状の PAHs 濃度と粒子中の PAHs 濃度を第 1 図に示す。5 月、8 月、

11 月と経過するにつれ研究所と四條畷では PAHs の総濃度は増加したが、池田では採

取期間中の総濃度に変化は見られなかった。  
   気体状の PAHs は各地点の各時期ともに 3 員環と 4 員環合計で 93％～99％の割合

で存在しており、気体状 PAHs には 4 員環以下のものが多く含まれていることが分か

った。  
   粒子中の PAHs は第 2 図に示すように 4 員環～6 員環の濃度が高かった。また粒子

中 の B[k]F と B[a]P の 濃 度 比 （ B[k]F/B[a]P ） と B[ghi]P と B[a]P の 濃 度 比

（ B[ghi]P/B[a]P）は自動車トンネルのものと近い値であり、大阪府内の粒子中の

PAHs の発生源は自動車の寄与が高いと考えられる。  
 

第 1 図 気体状と粒子中の PAHs 濃度

（試料採取期間の平均値）  
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第 2 図 粒子中の環数別の PAHs 濃度  

(試料採取期間の平均値 )  

0

2

4

6

8

10

12

14

5月 8月 11月 5月 8月 11月 5月 8月 11月

池田 研究所 四條畷

濃
度

 n
g/

㎥

7員環

6員環

5員環

4員環

3員環




